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１．青年組織盟友の増加 

＜背景＞ 

 これまで愛知県農協青年組織協議会はＪＡ青年組織綱領を実現すべく、盟友同士が力を合

わせ、様々な活動を展開してきた。しかし、愛知県の盟友数は、年々減少の一途をたどって

おり、交流会や各種活動に対しても参加者は減少している。新型コロナウイルス感染症以降、

コミュニケーションの取り方の多様化によって、間接的な交流が多くなり、直接会って交流

を深める意識が低下したと考えられる。 

これからの愛知県の農業を担う青年組織盟友が、地域農業を牽引していく人材として、青

年組織活動を通して自己を高め、互いに切磋琢磨できる環境をつくるためには、盟友が参加

したいと思う活動を企画し交流の場を増やすことが必要である。加えて、これらの活動を青

年組織に所属していない若手農業者に広め、盟友数の増加につなげていくことが重要である。 

 

＜現状と課題＞ 

① 今後営農の可能性を広げられる知識や技術の習得、盟友との交流や情報交換によって

将来の農業について議論できる仲間やＪＡ役職員との関わりが得られるなどのＪＡ青

年組織のメリットを青年組織に所属していない若手農業者伝えられていない。 

② オープンチャットの設置、合同会議など県青協側からの情報発信についてはある程度

行われている。一方、各ＪＡ青年組織と県青協での双方向の情報伝達が確立されてい

ないため、盟友の求めている情報の吸い上げが機能していない。 

③ 県青協として、発表大会、盟友交流イベント、合同会議など盟友同士が交流できる場

を設置することは出来ている。一方、参加率は芳しくない。 

 

＜解決策＞ 

（１）県青協として行うこと  

・ＪＡ青年組織の盟友の拡大、盟友の結束などに資する活動に対して助成があることを

合同会議等において、周知するとともに、より青年部を活性化するために助成内容を

適宜見直し、合同会議等で盟友へ情報を周知する。…②③ 

 ・盟友の繋がりを作るために盟友が交流できる場を提供する。…①②③ 

・発表大会など県青協活動後にアンケートを取り、活動の振り返りと改善のため、役員

会で反省会を行い、その内容を次回に活かしていく。特に、県青協イベントの参加

者・組織を増やすため、盟友が集まりやすい会場での活動開催や合同会議など複数イ

ベントの併催など、開催方法を検討する。…②③ 

 

（２）ＪＡや中央会・連合会と一体となった取り組み 

 ・中央会に会議・活動の開催、運営等県青協活動への支援を引き続きお願いするととも

に、魅力ある活動を共に行うための協議をお願いする。…①② 

 ・ＪＡ・連合会と協力し、意見交換会など盟友の声をＪＡや中央会・連合会に届けるイベ

ントを開催する。…③ 

・ＪＡや中央会・連合会の広報等を活用し、各青年組織活動や盟友との交流、情報交換

など、青年組織活動の参考となる情報を発信する。…①  



２．農政活動 

＜背景＞ 

 愛知県農協青年組織協議会は、ＪＡ愛知中央会とともに農業者の現状と課題を国政に対し

て発信し、営農を持続していくために農政活動を行ってきた。 

日々著しい変化と見通しの立たない状況が続く現代において、他産業と比べ個々の経営規

模が小規模であり、物価高やコストカットのしわ寄せが大きくなるなど、農業者の置かれて

いる状況は厳しさを増している。盟友自身は、その危機感を感じているが、作目によっては

政策による支援があるのが当たり前という認識があり、政治の仕組みや意義について関心が

薄い。 

また、政治家は、農業の現場をきちんと把握できておらず、政治家の認識と現場の実情と

の齟齬が生じている。したがって、盟友自身が農業政策に関心を持ち、政治に対して声を発

し続けることが必要不可欠である。 

 

＜現状と課題＞ 

 ①盟友が政治の意義や仕組みを把握しておらず、政治に対して興味がない。 

 ②政治家が現場を正確に把握しておらず、現場の声と政治で扱われている内容に齟齬が生

じている。 

 ③申請しやすく使いやすい補助金や助成金について、多くの盟友が具体的な内容を把握し

ていない。 

 ④会議の場では、農政に関する情報や県青協の農政活動を盟友に向けて発信できているが、

農政活動結果は明確に報告できていない。 

 

＜解決策＞ 

（１）県青協として行うこと 

 ・盟友が政治の仕組みや意義について学ぶ機会を設ける。…①③ 

・国会議員や行政との農政に関する意見交換会を開催し、農業者の置かれている状況・

課題を発信する。…② 

・オープンチャットや本協議会主催の会議体を活用し、農政に関する情報や県青協の農

政活動を盟友に発信する。…①④ 

   

（２）ＪＡや中央会・連合会と一体となった取り組み 

 ・国会議員や県議会議員等との意見交換会を定期的に開催し、現場の実情を伝える。 

  また、農業の実情を伝えるだけでなく、農政の現場での苦労など政治の実情を報告して

もらい、相互に歩み寄りより深い関係を築く場を作る。…①② 

・政治家と情報共有するために、中央会・連合会との連携を密にし、実情を間接的に政治

家に伝える。…② 

 

（３）行政への提案及び要望 

・我々青年農業者が農業を継続できることが国民のためになることを訴え、申請しやす

く使いやすい補助金となるよう、国や県に要望する。…①②③④  



３．食農教育活動 

＜背景＞ 

愛知県農協青年組織協議会は、これまで地域の人々に対して、農業をより深く知ってもら

うため、各ＪＡ青年組織の食農教育活動を推進・支援してきた。 

これまで農作業体験や出前授業、生き物調査など、多くの活動を行っているものの、昨今

の肥料や飼料といった生産資材価格の高騰や、それに伴う適正価格販売による生産者の所得

確保といった農業の実情への消費者理解は得られていない。 

適正価格・再生産価格を確保するためには、我々が消費者の抱える物価高等の課題を理解

した上で、高騰が続く生産資材の購入や生産者の所得確保ができる適正価格販売への消費者

理解を求め、日本の食と農を次世代へ繋げるという消費者意識の醸成が必要である。 

我々はＪＡ青年組織に所属するものとして、農業の実情について正しい情報発信を行い、

食と農に対しての国民の意識改革を先導しなければならない。 

 

＜現状と課題＞ 

①農産物の販売価格に再生産価格が適正に反映されていない。また、再生産価格を農業者

自身が把握していない。 

②消費者が農業者の置かれている実態を正確に把握していない。また、農業者も消費者の

実態を把握していない。 

③メディアから正確な情報発信がされていない。また、県青協からの情報発信もうまく行

えていない。 

④ＳＮＳの活用等時代に応じたアプローチができていない。 

 

＜解決策＞ 

（１）県青協として行うこと 

 ・盟友が食農教育活動や青年組織活動の意義や取り組みについて理解できる学習の機会

を設ける。…①② 

・農林水産フェアなど消費者と顔を合わせる場所で、農家の現状を伝えるとともに、消

費者の考えや課題を共有する。…①② 

 ・消費者に対する国産農産物の魅力や農業に対しての正確な知識、食の大切さについ

て、青年組織主催の食農教育活動を通してＰＲする。…② 

 ・県青協の合同会議などで情報交換を行い、各ＪＡ青年組織の食農教育活動の現状と課

題の共有や県青協への要望の吸い上げを行う。要望については、役員会で協議・選択

を行った上で、県青協の食農教育活動に反映させる。…①② 

  

（２）ＪＡや中央会・連合会と一体となった取り組み 

 ・青年組織活動や食農教育活動について、広く消費者向けに発信してもらえるよう、Ｊ

Ａや中央会・連合会に情報提供する。…①②③④ 

 ・青年組織代表者とＪＡ連合組織との意見交換の場を継続して実行し、相互に食農教育

活動の支援要望を共有し、一体となった食と農の消費者理解促進に向けた活動を行

う。…①② 



（３）行政への提案及び要望 

・国や県に魅力ある農業の情報発信を引き続き行っていただき、農業の環境負荷低減の

ための取り組みや、世界情勢の激化を背景とした再生産価格維持が困難となってきて

いる実情についての正しい情報発信を要望する。…①②③ 

・国産農産物を勧める食のエキスパートだけでなく、農業実情についても発信できる

「農」のエキスパートも必要であるため、正確な農業事情を消費者に伝えられる

「食」と「農」を兼ねそろえたエキスパートを育成していただくよう要望する。…①

② 

・人口増加に伴う食糧危機対策として、規格外や生産調整により活用されず破棄される

農産物に注視した対策を要望する。…② 


